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7 月 24 日、多々良海岸で牧島小学校
や波多津東小学校の児童などがカブト
ガニの幼生を放流しました。この日放
流したのは約 2,300 匹。幼生は、児童
たちが約８か月間、学校で大切に育て
てきたものです。10 年後には必ず元気
で戻ってきてほしいと願い、幼生が干
潟に潜るまで優しく見守っていました。



　

た
っ
た
１
度
の
人
生
を
、
誰
も
が
精

い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
ま
す
。
愛
情
と
信

頼
に
満
ち
た
温
か
い
人
間
関
係
の
中
で
、

人
と
し
て
尊
ば
れ
、
幸
せ
に
暮
ら
し
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。「
好
き
な
人
と
結

婚
し
て
、
好
き
な
所
で
豊
か
な
生
活
を

し
た
い
」、「
自
分
の
能
力
を
発
揮
し
働

き
た
い
」。
こ
う
し
た
当
然
の
願
い
を
、

日
本
国
憲
法
で
は
『
侵
す
こ
と
の
で
き

な
い
権
利
』、
い
わ
ゆ
る
『
基
本
的
人
権
』

と
し
て
、
す
べ
て
の
人
に
保
証
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
で
は
市

民
一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
関
係
機
関
や

団
体
な
ど
と
の
連
携
に
よ
り
、
人
権
に

関
す
る
研
修
会
や
講
演
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
人
権
・
同
和
教
育
の
推
進
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

る
た
め
、
市
教
育
委
員
会
は
昨
年
８
月

に
『
人
権
問
題
に
関
す
る
市
民
意
識
調

査
』
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
特
集

で
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
通
じ
て
、
私

た
ち
の
人
権
意
識
に
つ
い
て
考
察
し
、

す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
た

め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
ま
す
。

　
８
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
自
分
を
見
つ
め
直

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

同和問題啓発強調月間です
誰もが人権を尊重される
明るく住みよい社会をめざして

《人権問題に関する市民意識調査》
同和問題をはじめとする人権問題に関する市民の皆さんの意識を把握することで、これまでの教育・啓発
の成果や問題点を明らかにし、今後の取り組みの指針となる基礎資料を得るため、およそ５年置きに実施
している調査です。

８月は

● 問合先　生涯学習課人権・同和教育係（☎㉓３１８６）

特 集
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同和問題講演会
人権・同和問題について理解し、考えるきっかけとして、市では『同和問
題講演会』を開催します。この機会にぜひあなたも参加してみませんか。

● 日　時　８月 26 日（金）

午後１時 30 分〜３時

● 場　所　市民センター 文化ホール

● 入場料　無　料

● 演　題　『笑って考えよう
　　　　　　　　　　身近な人権』

● 講　師　切
せ っ

磋
さ

亭
て い

　琢
た く

磨
ま

  さん
　　（社会人落語家）

《講師プロフィール》
1951 年、三重県生まれ。静岡大学教育学部卒業後、三重県の教員になる。1981 年に落語『寝

床の会』を立ち上げ、年４回のペースの落語会は 2007 年には 100 回目を迎え、現在も継続中。

教員生活 30 年目にして早期退職し、教壇から高座へくら替え。『人権落語』を通じて、日常

にある人権問題に気づいてもらおうと、精力的に活動中。教員時代に培った人権問題への鋭い

視点、妻の看病、一人親としての子育て・主夫業体験なども交えながらの落語付き講演が好評。

※手話通訳・要約筆記を行います。

同和問題啓発強調月間中の催し

お気軽にご参加ください

特 集

● 内　容
①開会行事
②記念講演
▷演　題　『同和教育を土台とした人権教育の在り方』（仮題）
▷講　師　池田　賢市 さん（中央大学教授）
● 参加料　800 円（資料代を含む）
● 問合先　佐賀県人権・同和教育研究協議会事務局

（☎０９５２　６４３４）

佐賀県人権・同和教育研究大会（全体会）

午後２時〜４時 30 分
８月８日（月）

と     との絆
きずな

を確かなものに人人

佐賀市文化会館
大ホール

日　時

場　所

62

2 0 1 6

８月は同和問題啓発強調月間です
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市民の意識の変化を見てみましょう
昨年８月に実施した『人権問題に関する市民意識調査』の 31 項目のうち、同和問題に関する８項目の結果を紹介します。
前回（平成 22 年度）の調査結果と比較し、市民の皆さんの人権意識がどのように変化したのかを確認してみましょう。

■ 人権問題に関する市民意識調査 ■
● 調査対象　平成 27 年４月１日現在で 20 歳以上の市民

2,000 人を無作為抽出（男性・女性 各 1,000 人）
● 実調査対象　1,995 人（あて先不明５人分を除く）
● 回収数　741 人（回収率 37.1％）
● 調査方法　郵送による送付、回収
● 調査時期　平成 27 年８月
※質問２〜８については、質問１で同和問題を『１. よく知っ

ている』、『２. 少し知っている』と回答した 562 人が対象
※比率は、小数点第２位を四捨五入して算出しているため、

比率の合計が 100.0％にならない場合があります。

調査結果凡例

■ 平成 27 年度

□ 平成 22 年度

同和問題を知っていますか

前回（平成 22 年度調査）より『１. よく知っている』
が 2.6㌽増え、『２. 少し知っている』が 4.7㌽減っ
ています。また、『３. 知らない』が 1.8㌽増えてい
て、今後も同和問題に対する更なる啓発活動が必要
です。

１

考

察

１．よく知っている

２．少し知っている

３．知らない

　　無回答

0

20.8
18.2

59.8

22.1
20.3

2.0
1.7

10 20 30 40 50 60（％）

55.1

『２. 封建時代の権力者が、民衆を支配する手段とし
て政治的につくられたから』を選択した人が 51.2
㌫と最も多く、前回より 2.3㌽増えました。また、

『６. わからない』が依然として 24.2㌫いることか
ら、今後も啓発に努める必要があります。

３

考

察

同和地区の人が差別される理由は
何だと思いますか

１．人が嫌がる仕事をしていたから

２．封建時代の権力者が、民衆を支配する手段
として政治的につくられたから

３．民族や人種が違っていたから

４．宗教が違っていたから

５．その他

６．わからない

　　無回答

0

51.2
48.9

0.9
1.3

2.1
1.3

1.6
2.6

10 20 30 40 50（％）

14.2
13.8

5.7
6.1

24.2
26.0

同和問題を知ったきっかけは何ですか

『６. 学校の授業で習った』が 37.0㌫と最も多く、
前回より 3.3㌽増え、学校における人権・同和教育
の実践が進んでいるものと思われます。また、『９. 講
演会や研修会などで知った』が 2.8㌽増えており、
今後も更なる啓発活動が必要です。

２

考

察

１．父母や兄弟姉妹など家族から聞いた

２．親せきの人から聞いた

３．近所の人から聞いた

４．職場の人から聞いた

５．友人や知人から聞いた

６．学校の授業で習った

７．新聞、テレビ、本、映画などで知った

８．何となく知った

９．講演会や研修会などで知った

10．覚えていない

11．その他

　　無回答

0

0.7

0.0

10 155 20 25 30 35（％）
14.4
15.0

1.3
2.1
3.1
3.6
6.4
6.9
6.0

33.7
10.3
12.0

7.3
9.0

12.8
10.0

1.8

2.0
1.3
1.1
2.3

37.0

※ 10 は今回から
追加した選択肢

１〜５の項目すべてで前回より増えています。
『８. 特に差別があるとは思わない』が 2.0㌽減って
いることから、差別が今もなお存在しているという
正しい認識が深まっていることが分かります。

４

考

察

同和地区の人が差別されるのは
どんな時だと思いますか（複数回答可）

１．結婚のとき

２．地域でのつきあいのとき

３．就職や職場でのつきあいのとき

４．学校生活の中で

５．けんかや口論のとき

６．身元調査

７．その他

８．特に差別があると思わない

９．わからない

　　無回答

0

20.1

0.0
1.2
0.7

1.2
2.3

10 20 30 40 50 60 70（％）

71.3
44.0
42.2
43.6

38.4

18.3
17.4
16.5

48.6

11.0
13.0

8.5
11.8

74.4

※ ６ は 今 回 か ら
　追加した選択肢
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特 集 ８月は同和問題啓発強調月間です

人権・同和問題の解決に向けて必要なこと
あなたは意識調査の結果をどう捉えましたか。前回の調査に比べ、人権・同和問題に対する理解や認識は、いくらか
深まったといえますが、調査結果の中にもあったように、『そっとしておいたほうがいい』、『自分には関係ない』な
どどいった考えを持つ人がいまだに多いのが現状です。解決に向けて、あなたも取り組んでみませんか。

差別する人がいなければ、差別は起こりません。人権・
同和問題は『差別される人』の問題ではなく、『差別する
人』の問題です。「自分には関係ない」と避けるのではなく、
一人一人が自分自身の課題として捉え、きちんと向き合
うことが大切です。

人権・同和問題について、学習し知識を得ることで、正し
い理解や認識が深まり、今まで自分が気づかなかった偏見
や差別意識に気づくことができます。『正しく知ることが、
差別をなくす第一歩』です。

解決への
カ ギ ①

人権・同和問題を
自分の課題として認識する

解決への
カ ギ ②

人権・同和問題についての
正しい知識を得る

同和問題についてどう考えますか

『１. 国民全体で考えるべきである』が 55.3㌫で、
前回より3.5㌽増えました。また、『３.あまり騒がず、
そっとしておいたほうがよい』が 2.6㌽減っていま
すが、いまだに 28.6㌫の人が、このような『寝た子
を起こすな』という考えであることが分かります。

５

考

察

１．国民全体で考えるべきである

２．同和地区の人たちだけの問題であり、
自分には関係ない

３．あまり騒がず、そっとしておいたほうがよい

４．特に関心がない

５．わからない

　　無回答

0

1.1
0.6

28.6

1.8
2.4

10 20 30 40 50（％）

51.8

31.2

5.9
6.7

7.3
7.3

55.3

『１. これまでと同じように、つきあいを続ける』を
選択した人が、前回より 3.0㌽増え、９割を超えま
した。これまでの人権・同和教育の実践の成果が表
れてきているものと思われます。今後も、さらに啓
発を進める必要があります。

７

考

察

職場・近所の人が同和地区出身者だったら
どうしますか

１．これまでと同じように、つきあいを続ける

２．表面的にはつきあうが、できるだけつきあいを
　　避けていく

３．つきあいをやめてしまう

４．わからない

　　無回答

0

4.1
4.0

0.7
0.6

3.7
6.1

0.7
1.6

20 40 60 80（％）

87.7
90.7

『１. 本人の意思を尊重する』、『２. 相手の人柄が良く、
信頼できれば結婚させる』を合わせると約８割にな
ります。また、『３. 世間体があるから、できれば結
婚させたくない』が 2.5㌽、『４. 絶対に結婚させない』
が 1.2㌽それぞれ減り、意識の向上がうかがえます。

６

考

察

同和地区出身者との結婚について
どう思いますか

１．本人の意思を尊重する

２．相手の人柄が良く、信頼できれば結婚させる

３．世間体があるから、できれば結婚させたくない

４．絶対に結婚させない

５．わからない

　　無回答

0

41.3

10.0

1.4
2.6

10.5
10.8

1.1
1.7

32.1

10 20 30 40（％）

38.3
42.8

7.5

『４. 差別をなくし、人権を大切にする教育活動、啓発
活動を積極的に行う』が最も多く、前回より 9.1㌽増
えています。一方、『５. 自然になくなるのを待つべき
であり、そっとしておくほうがいい』が 6.6㌽減って
おり、人権・同和教育は必要と考える人が増えています。

８

考

察

同和問題の解決策は何だと思いますか
（２つまで回答可）

１．同和地区の住宅や生活環境を良くする

２．同和地区の人たちの収入を安定・向上させ、
教育水準を上げ、生活力を高める

３．同和地区の人たちが、積極的に行政や
同和地区以外の人に働きかけていく

４．差別をなくし、人権を大切にする教育活動、
啓発活動を積極的に行う

５．自然になくなるのを待つべきであり、
そっとしておくほうがいい

６．その他

７．わからない

　　無回答

0

19.7

19.6

1.2

10 20 30 40 50（％）

15.8
15.4

22.1

22.8

44.8

25.1
31.7

6.2
5.4

12.1
18.1

3.6

53.9
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：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

● 問合先　情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３３）

情 報 公 開 制 度
個 人 情 報 保 護 制 度 運用状況平成27年度

■情報公開制度

■個人情報保護制度

請  求  件  数 18 件

処理状況

公　開 9 件

一部公開 8 件

非公開・情報不存在 1 件

不 服 申 立 て 0 件

実施機関 情報公開
請求件数

軽易な情報
公 開 件 数

市　長

総務部 0 件 212 件

政策経営部 0 件 13 件

市民部 2 件 0 件

産業部 0 件 0 件

建設部 12 件 315 件

水道事業管理者 3 件 373 件

議　会 1 件 0 件

農業委員会 0 件 1 件

教育委員会 0 件 0 件

計 18 件 914 件

諮問件数 答申件数

4 件 3 件

■個人情報保護審査会の状況

■情報公開請求の処理状況

■実施機関別請求状況

■ 情報公開請求（18 件）の内訳

▷里道・水路の譲与図面（法定外公共物特定図面）（７件）

▷中央建設工事紛争審査会決定書（３件）

▷公有水面占用許可書

▷大坪町字駄道太陽光パネル設置場工事に伴う利用計画図、

縦横断図

▷平成 26 年度伊万里市政務活動費収支報告書

▷大坪町農作物直売所造成工事に伴う計画平面図、縦横断図

▷平成 27 年度の市営住宅の賠償責任保険の保険証券

▷伊万里市長が定める区域（定めるべき区域）のデータ

　【町・丁目界、町・丁目名、大字界、大字名、（小）字界、（小）

字名】

▷平成 24・25 年度社会福祉法人の資金収支計算書、事業活

動収支計算書、貸借対照表、財産目録、現況報告書

※情報不存在１件

■ 開示請求（７件）の内訳

▷印鑑登録の変更および印鑑登録証の再発行に関する書類

▷実印の変更時のサインの開示

▷小学校の指導要録の写し

▷家屋課税台帳兼家屋補充台帳（家屋評価調書）の写し、土

地の納税管理人になっていることを証する書面の写し

▷住民票・戸籍の発行履歴

▷戸籍請求にかかる職務上請求書

▷名寄帳取り寄せにかかる申請書類・委任状

※その他軽易な個人情報の開示（19 件）

※答申件数３件のうち１件は平成 26 年度中の諮

問に対するもの

◆伊万里市個人情報保護審査会

　市が保有する情報を目的外利用・外部提供など

をする場合は、審査会で諮問・答申します。
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児童扶養手当 特別児童扶養手当 ひとり親家庭等

　　　医療費助成

ご存じですか
子育てを 応援する制度

■ひとり親家庭等医療費助成とは

母子・父子家庭の父母とその養育
する児童、父母のいない児童に対
し、健康保険により医療機関で診
療を受けた場合、医療費の自己負
担の一部を助成します。

● 助成対象者
▷母子・父子家庭の父母

20 歳未満の児童を養育してい
る人

▷児　童
18 歳に達した日以後の最初の
３月 31 日までの間にある人

※所得制限などがあります。
● 助成額

受給資格者が医療機関などで受
診し、支払った一部負担金から
入院・外来を問わず１人１月
500 円を控除した額

● 助成金申請の期限
医療機関などで受診した月の翌
月から起算して１年以内

● 新規申請（随時受付）
認定を受けると、申請した日の
診療分から助成します。

■特別児童扶養手当とは

特別児童扶養手当は、身体・知的ま
たは精神に中度以上の障害がある
20 歳未満の児童を養育している父
もしくは母、または養育者に支給さ
れます。該当する児童がいる母子
家庭などには、児童扶養手当と併
せて支給されます。ただし、対象と
なる児童が児童福祉施設などに入
所している場合は支給されません。
※所得制限などがあります。

● 手当額（月額）
▷障害１級該当児童・１人につき

51,500 円
▷障害２級該当児童・１人につき

34,300 円
※所得制限によって、支給停止に

なる場合があります。
● 次の場合は、届け出が必要です
▷対象児童が福祉施設などに入所

したとき
▷対象児童または受給者が住所を

変更したとき
▷対象児童の障害の程度が変わっ

たとき
▷引き続き手当を受けようとする

とき（再診断）
● 新規申請（随時受付）

県知事の認定を受けると、申請し
た月の翌月分から支給されます。

■児童扶養手当とは

児童扶養手当は、父母の離婚や父または
母の死亡、１年以上の遺棄などにより、
18歳に達した日以後の最初の３月 31日
までの間にある児童または 20歳未満の障
害児を養育しているひとり親家庭の父も
しくは母、または養育者に支給されます。
※所得制限などがあります。

● 手当額（月額）
▷全額支給の場合　　　　  42,330 円
▷一部支給の場合

9,990 円〜 42,320 円
▷加算額
 ○ 第２子
　（全額支給の場合）　　　  10,000 円
　（一部支給の場合）

5,000 円〜 9,990 円
 ○ 第３子以降・１人につき
　（全額支給の場合）　　　　 6,000 円
　（一部支給の場合）

3,000 円〜 5,990 円
※本人および同居の家族の所得によっ

て、手当額が算定されます。
● 次の場合は、届け出が必要です
▷受給者や対象児童が婚姻（事実婚を含

む）したとき
▷受給者や対象児童が公的年金を受ける

ようになったとき
▷対象児童が受給者の生計と別になった

とき
▷児童または受給者が住所を変更したとき
▷対象児童の人数が変更になったとき
● 支給制限

父または母である受給資格者に対する
手当は、支給開始月から５年または支
給要件に該当した月（父子家庭の場合
は、平成 22 年８月１日から起算）か
ら７年を経過したときは、手当額が２
分の１になります。就業または求職活
動、就業が困難なことなど、いずれか
証明できる書類を提出するとこれまで
の手当と同じ額が支給されます。

● 新規申請（随時受付）
認定を受けると、申請した月の翌月
分から支給されます。

現在受給している人は、現況届・更新手続きを忘れずに！
※該当する人には、事前に通知します。

● 受付期間
　８月 12 日（金）〜 26 日（金）
　午前８時 30 分〜午後５時 15 分

※土・日曜日は、除きます。
● 受付・問合先
▷児童扶養手当、ひとり親家庭等医療費助成

　福祉課子育て支援係（　 ☎㉓２３１０）

▷特別児童扶養手当

　福祉課社会福祉係（　 ☎㉓２１５６）

7 2016.8



福岡・横浜で『伊万里フェア』を開催

■西鉄グランドホテル・ソラリア西鉄ホテル『佐賀・伊万里フェア』
● 期　間

　８月１日（月）〜９月 30 日（金）

● 場　所　

▷西鉄グランドホテル

　　　　　　　（福岡市中央区大名）

▷ソラリア西鉄ホテル

　　　　　　　（福岡市中央区天神）

■ヨコハマグランドインターコンチネンタルホテル『伊万里フェア』
● 期　間　８月４日（木）〜 30 日（火）

● 場　所　ヨコハマグランドインターコンチネンタルホテル

　　　　　　　　　　　　　　　　　（横浜市西区みなとみらい）

■博多湾レストランシップ マリエラ『船上晩さん会』
● 期　日　９月９日（金）・10 日（土）

● 場　所　博多湾レストランシップ マリエラ

● 問合先　観光課伊万里ブランド係（　 ☎㉓２１１０）

今年度新たに西鉄グランドホテルとソラリア西鉄ホテルで、また、昨年に引き続きヨコハマグランドインター
コンチネンタルホテルで『伊万里フェア』を開催します。ホテル内のレストランやバー・ラウンジで、伊万里
牛や伊万里産の米・野菜・フルーツを使ったフェア限定メニューを伊万里焼の器で提供します。さらに、ホテ
ル内随所に伊万里焼風鈴や伊万里焼などを多数展示。伊万里が誇る特産品の味と魅力を楽しむことができます。

福岡空港で伊万里焼を PR

福岡空港で７月５日、市物産観光振興協議会が

JAL（日本航空）サクララウンジに伊万里焼のコー

ヒー碗
わん

と湯飲み、菓子皿各12セットを贈りました。

これは、JAL とのタイアップにより伊万里焼など

の市特産品や８月末まで開催中の大川内山風鈴ま

つりを PR し、誘客につなげようと行ったもので

す。また、空港第２ターミナルの JAL 出発カウン

ター前には伊万里焼風鈴を展示。８月末まで風鈴

の涼しげな音色を楽しむことができます。
● 問合先　観光課観光戦略室（☎⑳９０３１）

伊万里焼風鈴の展示と
JAL への伊万里焼寄贈

↑中国料理『カリュウ』で提供される
　『伊万里牛ロースの煎

い

り焼き』

←フランス料理『アジュール』で提供さ
れる『伊萬里牛サーロインの炭火焼き』

↓
フ
ェ
ア
限
定
メ
ニ
ュ
ー
（
写
真
２
枚
）

博多湾レストランシップ マリエラ
伊万里焼の寄贈を受ける福岡空港・中野直人支店
長（左から２人目）
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●

応
募
資
格
　
市
内
小
学
校
の
児
童

●

作
品
内
容
　
ピ
ノ
キ
オ
の
家
で

　
作
っ
た
も
の
で
、
主
に
木
材
を

使
用
し
、
１
人
で
持
ち
運
び
で

き
る
大
き
さ
の
も
の

▽
テ
ー
マ
部
門
　『
の
り
も
の
』

▽
フ
リ
ー
部
門

※
ピ
ノ
キ
オ
の
家
に
準
備
し
て
い

る
キ
ッ
ト
は
除
き
ま
す
。

※
作
り
方
な
ど
は
木
工
芸
指
導
員

に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●

応
募
期
限
　
８
月
22
日
（
月
）

●

作
品
展
示
　
市
役
所

　
８
月
23
日
（
火
）
〜
30
日
（
火
）

●

表
　
彰
　
部
門
ご
と
に
最
優
秀

　
賞
１
点
、
優
秀
賞
１
点

※
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
あ
り

●

応
募
・
問
合
先

①
伊
万
里
市
木
工
芸
セ
ン
タ
ー

　
ピ
ノ
キ
オ
の
家（

☎
㉒
２
８
２
２
）

▽
開
館
日

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
春
休
み
・

夏
休
み
（
水
曜
日
休
館
）

▽
開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

②
伊
万
里
西
松
浦
森
林
組
合

（
☎
㉓
３
３
９
８
）

③
農
山
漁
村
整
備
課

（
　
☎
㉓
２
５
９
１
）

※
ピ
ノ
キ
オ
の
家
は
予
約
者
が
優

先
で
す
。

※
オ
ー
ダ
ー
カ
ッ
ト
な
ど
の
注
文

は
で
き
ま
せ
ん
。

↑
テ
ー
マ
部
門

『
ど
ん
ぐ
り
の
か
ぞ
く
の
い
え
』

↑フリー部門『ゆめのえき』

夏
休
み
ピ
ノ
キ
オ
木
工
芸
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
い
か
が
で
す
か

平成27年度 最優秀作品

夏休み期間は、解放感から児童・生徒の気

持ちも緩みがちになり、不規則な生活に

陥りやすく、好奇心から飲酒や喫煙など

の非行に走ったり、交通事故や水の事故

などに巻き込まれたりしやすい時期です。 

夏休みの過ごし方について、児童・生徒

が自主的に計画を立て、規則正しい生活

を送るよう、家庭で十分気を配ってくだ

さい。親や大人も、家庭や地域での役割

を認識し、いろいろな体験や会話を通じ

て、子どもと互いにふれあい、笑顔が絶

えない関係を育
はぐく

みましょう。

● 問合先　青少年センター

（　 ☎㉓２６５８）

　
い
ま
り
ん
バ
ス
で

使
え
る
、
便
利
で
お

得
な『
回
数
乗
車
券
』

を
８
月
か
ら
販
売
し

て
い
ま
す
。
回
数
乗
車
券
は
、
家

族
や
知
り
合
い
な
ど
と
分
け
合
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。
い
ま
り
ん
バ

ス
を
ふ
だ
ん
利
用
し
て
い
る
人
も

そ
う
で
な
い
人
も
、
こ
の
機
会
に

１
冊
購
入
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
地
域
の
行
事
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
参
加
賞
や
景
品
と

し
て
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●

販
売
場
所
　

▽
伊
万
里
市
観
光
協
会

▽
い
ま
り
ん
バ
ス
車
内

●

料
　
金
　
１
０
０
０
円

（
１
冊
・
11
枚
つ
づ
り
）

※
１
枚
（
１
０
０
円
）
お
得
で
す
。

※
小
人
・
障
害
者
（
50
円
）
の
回
数

乗
車
券
は
販
売
し
て
い
ま
せ
ん
。

●

使
用
で
き
る
バ
ス

　
い
ま
り
ん
バ
ス
・
全
路
線

●

問
合
先

　
ま
ち
づ
く
り
課
公
共
交
通
対
策

係
（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）

い
ま
り
ん
バ
ス
が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

↑まちなかを走る『いまりんバス』（市街地線）

『
い
ま
り
ん
バ
ス
』
お
得
な
回
数
券
を
販
売
中

８月は『夏の子ども・若者
育成支援強調月間』です
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■受付期間
　８月１日（月）〜 22 日（月）
　（土・日曜日、祝日を除く 午前８時 30 分〜午後５時 15 分）
※郵送の場合は、８月 22 日の消印のあるものまで有効
■１次試験
● 試験日　　９月 18 日（日）
● 試験会場　市民センター
● 試験内容
▷一般事務Ａ・Ｃ、保育士、社会福祉士、建築Ａ、保健師、

管理栄養士　高等学校卒業程度の教養試験
▷土　木　高等学校卒業程度の教養試験、専門試験
▷一般事務Ｂ、建築Ｂ
　民間企業などでの職務経験などを勘案した書類審査

■申込書・試験案内の請求
▷８月１日以降に総務課で配布します。
▷郵送での請求は、封筒に『職員採用試験申込書請求』
　と朱書きし、120 円切手を
　貼

は

った あて先明記の返信用
　封筒（角形２号・Ａ４サイズ）
　を同封してください。
■申込・問合先
　〒 848-8501
　伊万里市立花町1355番地１
　伊万里市役所総務課職員係
　　　　　（　☎㉓２１２７）

※詳細は、『平成 28 年度伊万里市職員採用試験案内』で確認してください。

伊万里の明日を担う市職員を募集します

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格（学歴は問いません）

一般事務Ａ ９人程度
平成元年４月２日か
ら平成 11年４月１日
までに生まれた人

ー
▷一般事務Ａ、保

育士は、次のい
ずれかに該当す
ること

①平成 28 年４月
１日現在、伊万
里市に住民登録
し、引き続き居
住している人

②伊万里市に居住
し て い た 人 で、
当時生計を同じ
くしていた２親
等以内の親族（①
に該当）を残し、
市外に居住して
い る 人（ 学 生、
U ターン希望者
など）

▷一般事務Ｂ条件
② の 公 務 員 は、
自衛官、警察官、
教員その他の専
門職、建築その
他の技術職など
のほか、臨時的
任用職員、任期
付職員は対象に
なりません。

▷建築Ｂ条件②の
公務員は、臨時
的任用職員、任
期付職員は対象
になりません。

一般事務Ｂ
（民間企業・

公務員経験）
２人程度

昭和 61年４月２日以
降に生まれた人

次の条件のいずれかを満たす人
①民間企業などで、ＩＴ、福祉・介護、税・財務

などの業務経験が平成 28 年７月末現在、通算
して５年以上ある人

② 28 年８月１日現在、国家公務員または地方公務
員の一般行政職として勤務している人

一般事務Ｃ
（身体障害者）

１人程度
昭和 61年４月２日か
ら平成 11年４月１日
までに生まれた人

次の条件のすべてを満たす人
①身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度

が１級から６級までの人
②介護者なしに職務遂行が可能な人
③活字印刷文による出題および口頭による面接試

験に対応が可能な人

保育士 ３人程度
平成元年４月２日以
降に生まれた人

保育士の資格取得者、または平成 29 年３月 31 日
までに資格取得見込みの人

社会福祉士 １人程度
昭和 61年４月２日以
降に生まれた人

社会福祉士の資格取得者、または平成 29 年３月
31 日までに資格取得見込みの人

土　木 ２人程度
平成元年４月２日か
ら平成 11 年４月１
日までに生まれた人

ー

建築Ａ

１人程度

昭和 61年４月２日以
降に生まれた人

１級建築士もしくは２級建築士の資格取得者、また
は平成 29 年３月 31 日までに資格取得見込みの人

建築Ｂ
（民間企業・

公務員経験）

昭和 56年４月２日以
降に生まれた人

１級建築士または２級建築士の資格取得者で、次
の条件のいずれかを満たす人
①民間企業などで建築工事の設計などの業務経験

が平成 28 年７月末現在、通算して５年以上あ
る人

② 28 年８月１日現在、国家公務員または地方公務
員の技術職として勤務している人

保健師 １人程度
昭和 61年４月２日以
降に生まれた人

保健師の資格取得者、または平成 29 年３月 31 日
までに資格取得見込みの人

管理栄養士 １人程度
昭和 61年４月２日以
降に生まれた人

管理栄養士の資格取得者

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格

 

明
日
の
伊
万
里
を

一
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に
作
り
ま
せ
ん
か
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試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

消防士

４人程度

平成元年４
月２日から
平 成 11 年
４月１日ま
でに生まれ
た人

①平成 28 年４月１日現在、伊万里市または有田町に住民登録をし、引き続き居住し
ている人

②伊万里市または有田町に居住していた人で、当時生計を同じくしていた２親等以内
の親族（①に該当）を残し、市外または町外に居住している人（学生、U ターン希望者）

※①または②のいずれかに該当し、採用後に伊万里市または有田町に居住することが
できる人に限ります。

③普通自動車第１種運転免許（オートマチック車限定は除く）取得者、または平成
29 年３月 31 日までに取得見込みの人

④視力は、両眼で 1.0 以上、かつ一眼でそれぞれ 0.3 以上であること（視力矯正を
含む）。赤色、青色および黄色の色彩の識別ができること。また、聴力が正常であ
ること。

救急救命士

昭 和 62 年
４月２日か
ら平成９年
４月１日ま
でに生まれ
た人

①採用後に伊万里市または有田町に居住することができる人
②救急救命士免許を有する人
③普通自動車第１種運転免許（オートマチック車限定は除く）取得者、または平成

29 年３月 31 日までに取得見込みの人
④視力は、両眼で 1.0 以上、かつ一眼でそれぞれ 0.3 以上であること（視力矯正を

含む）。赤色、青色および黄色の色彩の識別ができること。また、聴力が正常であ
ること。

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格
▷伊万里有田共立病院、特別養護老人ホームくにみ

■受付期間
　８月１日（月）〜 19 日（金）
　（土・日曜日、祝日を除く 午前８時 30 分〜午後５時 15 分）
※郵送の場合は、８月 19 日の消印のあるものまで有効
■１次試験
● 試験日　９月 18 日（日）
● 試験会場
▷伊万里有田共立病院、特別養護老人ホームくにみ
　佐賀県立佐賀工業高等学校（佐賀市）
▷伊万里・有田消防組合
　市生涯学習センター
● 試験内容
▷伊万里有田共立病院、伊万里・有田消防組合
　高等学校卒業程度の教養試験
▷特別養護老人ホームくにみ
　高等学校卒業程度の教養試験、適性検査

■申込書・試験案内の請求
▷下記で配布します。
▷郵送での請求は、封筒に『採用試験申込書請求』と朱書
　きし、120 円切手を貼

は

ったあて先明記の返信用封筒（角
形２号・Ａ４サイズ）を同封してください。

■申込・問合先
▷伊万里有田共立病院

〒 849-4193　有田町二ノ瀬甲 860 番地
伊万里有田共立病院事務局 （☎㊻２１２１）

▷特別養護老人ホームくにみ
　〒 849-4153　有田町立部乙 2460 番地
　伊万里・有田地区特別養護老人ホームくにみ

（☎㊻４１８１）
▷伊万里・有田消防組合
　〒 848-0027　伊万里市立花町 1355 番地 3
　伊万里・有田消防本部総務課総務係（☎㉓２１１６）

伊万里有田共立病院／特別養護老人ホームくにみ／
伊万里・有田消防組合の職員を募集します

試験区分
（勤務予定） 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

看護師
（病　院） ６人程度

昭和 56年４月２日
以降に生まれた人

看護師の免許取得者、または平成 29 年３月 31 日までに免許取得見込み
の人

事務職員
（病　院）

１人

昭和 61年４月２日
から平成 11 年４月
１日までに生まれ
た人

次の条件のいずれかを満たす人
①平成 28 年４月１日現在、伊万里市または有田町に住民登録し、引き続

き居住している人
②伊万里市または有田町に居住していた人で、当時生計を同じくしていた

２親等以内の親族（①に該当）を残し、市外または町外に居住している人

看護師
（特老くにみ）

３人
平成元年４月２日
以降に生まれた人

看護師の免許取得者、または平成 29 年３月 31 日までに免許取得見込み
の人

介護職
（特老くにみ）

４人
平成元年４月２日
以降に生まれた人

ヘルパー２級以上もしくは介護福祉士の資格取得者、または平成 28 年度
実施の介護福祉士国家試験により資格取得見込みの人

▷伊万里・有田消防組合

※詳細は、『平成 28 年度伊万里・有田地区医療福祉組合職員採用試験案内』で確認してください。

※平成 28 年度の救急救命士国家試験を受験予定の人は、消防士の試験区分による受験となります。
※詳細は、『平成 28 年度伊万里・有田消防組合職員採用試験案内』で確認してください。

11 2016.8



減らそうごみ・生かそう資源

不 法 投 棄 は 重大な犯罪 です
『不法投棄』とは、違法に物を捨てる行為のことです。家庭や事業所から出た家電製品や粗大ごみなどを、
山林や河川などに捨てることだけでなく、空き缶などを道路などにポイ捨てする行為も不法投棄に当た
ります。たとえ、捨てる場所が自分の土地であっても、不法投棄となり違法ですので、絶対にごみを捨
ててはいけません。不法投棄されたごみは、周辺の景観を損ねるだけではなく、悪臭や周辺の土壌汚染
を引き起こすなど、生活環境に悪影響を及ぼす可能性があります。

● 問合先　環境課リサイクル推進係（　 ☎㉓２１４５）

〜 ごみの減量化・資源化を推進しよう 〜

■不法投棄は重大な犯罪です
不法投棄をした人は、法律で厳しく罰せられます。
⇒５年以下の懲役もしくは 1,000 万円以下の罰金、または両方

■不法投棄を発見したら
不法投棄を発見したら、投棄されている場所やごみの種類、投棄に使用された車両のナンバー
や特徴などを、警察署（☎㉓３１４４）または市役所環境課に連絡してください。

市国民健康保険と佐賀県後期高齢者医療広域連合では、『ジェネリック医薬品（後発医薬品）に関す
るお知らせ』を年２回、対象者に郵送しています。これは、現在服用している薬をジェネリック医薬
品に切り替えると、薬代の自己負担額をどのくらい軽減できるかを試算して通知するものです。通知
には、薬代にかかった金額のみを表示しています。なお、ジェネリック医薬品に切り替えると薬代が
安くなる可能性があることをお伝えするもので、切り替えを強制するものではありません。

ジェネリック医薬品に切り替えると
薬代が安くなる場合があります

● 問合先
▷長寿社会課医療保険係（　 ☎㉓２１５３）

▷佐賀県後期高齢者医療広域連合業務課給付係（☎０９５２◯８４７６）

ごみは、分別や排出方法を守って、適切に処分してください。

■ジェネリック医薬品とは
ジェネリック医薬品は、最初に作られた薬（先発医薬品）の特許が切れた後に販売される医

薬品です。先発医薬品と同等の有効成分・効能・効果を持つ医薬品ですが、まったく同一と

いうわけではありません。ジェネリック医薬品を希望する場合、まずは、かかりつけの医師

や薬剤師に相談してください。

■対　象
処方された先発医薬品をジェネリック医薬品に切り替えた場合に、１か月当たり一定額以上自己負担額の軽減が

見込まれる人が対象です。全員に送付するわけではありません。

■問い合わせ窓口
皆さんからの通知書に関する問い合わせに答えるため、問い合わせ専用窓口『国民健康保険中央会コールセン

ター』を設けています。通知書裏面にコールセンターのフリーダイヤルを記載していますので、ご利用ください。

64

『ポイ捨て』
も ダ メ !!
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↑「地元貢献と働きやすい職場づくりに
　努めたい」と話す吉永徳

とくのり

法社長（左）

　
株
式
会
社
か
ね
は
食
品
（
大
坪

町
）
が
本
社
工
場
隣
に
新
施
設
を

建
設
す
る
こ
と
に
伴
い
、
７
月
６

日
、
同
社
と
市
は
立
地
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、平
成
19
年
に
設
立
。『
鮮

鼓
堂
』
の
ブ
ラ
ン
ド
で
辛か
ら

子し

明め
ん
た
い太
子こ

の
製
造
や
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

製
品
は
福
岡
に
運
び
全
国
に
配
送

す
る
た
め
、
委
託
会
社
に
支
払
う

冷
凍
保
管
料
な
ど
年
間
約
１
億
円

株
式
会
社
か
ね
は
食
品
と
立
地
協
定
を
締
結

が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
本
社
に
新
施
設
（
冷
凍
保
管
・

配
送
セ
ン
タ
ー
）
を
建
設
し
、
経

費
の
削
減
や
、
増
産
に
向
け
た
対

応
を
強
化
す
る
も
の
で
す
。

　
新
施
設
は
、
鉄
骨
造
、
延
べ
床

面
積
１
０
９
８
平
方
㍍
。
投
資
額

は
、
併
設
し
て
整
備
す
る
運
動
施

設
（
全
天
候
・
住
民
開
放
型
）
を
含

め
て
３
億
２
２
０
０
万
円
。
11
月

に
着
工
し
、
平
成
29
年
７
月
操
業

予
定
で
、
平
成
34
年
７
月
ま
で
に

地
元
か
ら
10
人
を
新
規
雇
用
す
る

計
画
で
す
。

　
市
と
友
好
交
流
都
市
で
あ
る
中

国
・
大
連
市
か
ら
、
７
月
４
日
、

大
連
市
人
民
代
表
大
会
訪
問
団（
団

長
・
王オ
ウ 

萍ヘ
イ

常
務
委
員
会
副
主
任
〔
日

本
で
い
う
市
議
会
副
議
長
〕）
７
人

が
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
王
団
長
は
、「
大
連
市
で
は
、
高

齢
化
が
急
速
に
進
み
、
介
護
や
福

祉
、
年
金
の
問
題
に
加
え
、
独
居

老
人
が
増
加
し
て
い
る
。
伊
万
里

の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
高
齢
者
施
設
を
視
察
し
て
勉
強

し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。さ
ら
に
、

「
今
後
は
、
福
祉
や
議
会
の
交
流
も

進
め
た
い
。
ま
た
、
経
済
分
野
で

友
好
交
流
都
市
・
中
国
大
連
市
か
ら
訪
問
団

の
交
流
拡
大
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
市
と
大
連
市
は
、
昭
和
62
年
か

ら
、
経
済
や
文
化
、
農
業
、
教
育

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
交
流

し
て
い
ま
す
。
来
年
、
友
好
交
流

30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
塚

部
芳
和
市
長
は
、「
大
連
ま
で
は
、

９
５
０
㌔
と
、
東
京
よ
り
も
近
い
。

交
流
30
周
年
を
記
念
し
て
、
大
連

に
１
０
０
人
規
模
の
市
民
訪
問
団

を
派
遣
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
に
は
、
18
人
目
と

な
る
大
連
市
公
務
研
修
生
が
伊
万

里
市
に
着
任
す
る
予
定
で
す
。

↑
市
を
訪
問
し
た
王 

萍
団
長
（
前
列
左

か
ら
２
人
目
）
と
訪
問
団
一
行
な
ど

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 　

塚
部 

芳
和

　

天
皇
陛
下

　

日
本
国
憲
法
に
天
皇
は
国
の
象

徴
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
私
は
、
天
皇
陛
下
ほ
ど
国
の

平
和
を
祈
り
、
国
民
に
寄
り
添
わ

れ
、
大
切
に
さ
れ
、
時
に
は
励
ま

さ
れ
、
勇
気
を
与
え
ら
れ
て
い
る

人
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
天
皇
陛
下
に
拝は

い
え
つ謁
し
た
の

は
、こ
れ
ま
で
に
５
回
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
、

平
成
18
年
10
月
、
唐
津
市
で
開
催

さ
れ
た
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
で
の
こ
と
で
す
。
一
連
の
行
事

を
終
え
ら
れ
た
両
陛
下
を
お
見
送

り
し
よ
う
と
な
ら
ん
で
い
た
と
こ

ろ
、
陛
下
が
急
に
私
の
前
で
立
ち

止
ま
ら
れ
、「
こ
の
た
び
は
大
変

で
し
た
ね
。
今
は
ど
う
さ
れ
て
い

ま
す
か
」
と
優
し
い
口
調
で
お
声

を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
ひ
と
つ
き

ほ
ど
前
の
９
月
16
日
に
発
生
し
た

集
中
豪
雨
で
、
市
内
で
は
３
人
が

亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
や
、
大
規
模

な
地
滑
り
発
生
に
よ
る
国
道
の
通

行
止
め
な
ど
を
お
気
に
留
め
て
い

た
だ
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
私

は
と
っ
さ
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
国
・
県
・
市
が
一
体
と

な
っ
て
全
力
で
災
害
復
旧
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
」
と
言
う
の
が

や
っ
と
で
し
た
。

　

両
陛
下
は
、東
日
本
大
震
災
や
、

こ
の
た
び
の
熊
本
地
震
で
も
余
震

が
収
束
し
な
い
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
人
を
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。
腰
を
折
ら
れ
被
災
者
と
目
線

を
同
じ
に
さ
れ
て
い
る
お
姿
に
、

私
は
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。ま
た
、

先
の
戦
争
で
激
戦
地
と
な
っ
た
南

太
平
洋
の
パ
ラ
オ
を
は
じ
め
フ
ィ

リ
ピ
ン
な
ど
を
訪
問
さ
れ
、
犠
牲

に
な
ら
れ
た
す
べ
て
の
人
へ
の
慰

霊
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

心
な
ら
ず
も
不
幸
に
遭
遇
し
た

多
く
の
国
民
に
寄
り
添
わ
れ
る
両

陛
下
の
お
姿
に
は
、
国
民
が
立
ち

直
る
勇
気
を
奮
い
立
た
せ
る
魔
法

が
あ
り
ま
す
。今
年
は
終
戦
71
年
。

５
月
に
は
ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
大

統
領
が
広
島
を
訪
問
し
、
不
戦
の

誓
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
せ
ら
れ

ま
し
た
。
日
本
も
、
両
陛
下
の
平

和
を
お
誓
い
さ
れ
る
姿
に
心
を
ひ

と
つ
に
し
て
、
二
度
と
戦
争
の
な

い
社
会
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
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●

期
　
日
　
７
月
３
日

●

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館

第
10
回
市
民
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

《
上
位
成
績
》

【
一
般
（
混
合
）
の
部
】

▽
優
　
勝
　
山
口
病
院
Ａ

▽
準
優
勝
　
エ
ク
セ
ル
Ｂ

【
女
性
の
部
】 

▽
優
　
勝
　
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ブ

▽
準
優
勝
　
脇
野
保
育
園

【
シ
ニ
ア
の
部
】 

▽
優
　
勝
　
エ
ク
セ
ル
Ｇ
Ｂ

▽
準
優
勝
　
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

●

期
　
日
　
７
月
10
日

●

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館

第
17
回

市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

《
市
内
チ
ー
ム
の
成
績
》

【
１
位
グ
ル
ー
プ
】

▽
第
１
位
　
東
山
代
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

（
東
山
代
町
）

【
２
位
グ
ル
ー
プ
】 

▽
第
３
位
　
Ｉ
Ｔ
松
浦
（
松
浦
町
）

【
４
位
グ
ル
ー
プ
】 

▽
第
１
位
　
大
里
Ａ
（
二
里
町
）

▽
第
３
位
　
大
里
Ｂ
（
二
里
町
） ↑２年ぶりの優勝を喜ぶ大川少年野球の選手たち

● 期　日　７月２日　● 場　所　国見台陸上競技場

第 16 回 国見台ナイター陸上大会

《市内選手の上位成績（２位まで）》
【男　子】

● 一般 5000 Ｍ
▷２位 15分55秒74 古賀隆徳（山代町）
● 共通 200 Ｍ
▷２位  23秒23       中尾浩司（伊商高）
● 共通 1500 Ｍ
▷１位  ４分26秒29 古賀雅大（敬徳高）
▷２位  ４分26秒99 上神汰仁

（伊万里中）
● 一般 やり投
▷１位  43ｍ75    三塩翔伍（伊農林高）
▷２位  42ｍ98    大瀬良　力（敬徳高）
● 共通 走幅跳
▷１位  ５ｍ47    吉牟田　誠（敬徳高）
● 中学 100 Ｍ
▷２位  11秒91       大串明輝（青嶺中）
● 中学 800 Ｍ
▷１位  ２分06 秒55 澁田隆之介

（啓成中）
▷２位  ２分11秒56 上神汰仁

（伊万里中）
● 小学 100 Ｍ
▷１位  15秒26 大川内健太（ＩＲＲＣ）
▷２位  15秒38  平野良誠（伊万里三香）
● 小学 1000 Ｍ
▷１位  ３分16秒56 松尾宥汰

（牧島ジュニア）
▷２位  ３分22 秒77 執行隆之介

（東山代少年陸上）
【女　子】

● 一般 100 Ｍ
▷１位  13秒82       山本智香（伊商高）

▷２位  14秒24       中島未来（伊商高）
● 一般 800 Ｍ
▷１位  ２分35 秒59 中尾真依（伊商高）
● 共通 200 Ｍ
▷１位  27秒88       山本智香（伊商高）
▷２位  28秒82    戸石川奈津（啓成中）
● 共通 400 Ｍ
▷１位  １分10 秒68 松本紗弥（伊商高）
▷２位  １分16 秒38 中尾真依（伊商高）
● 共通 1500 Ｍ
▷１位  ４分56秒57 山口　遥（青嶺中）
▷２位  ５分02 秒28 山口　桜（青嶺中）
● 共通 3000 Ｍ
▷１位  12分52 秒91 吉田裕悠

（伊商高）
● 一般 やり投
▷１位  27 ｍ40    東島舞美（伊農林高）
▷２位  25ｍ44    渡邉珠里愛（伊商高）
● 中学 100 Ｍ
▷１位  13秒58    戸石川奈津（啓成中）
▷２位  13秒87    津上由希乃（啓成中）
● 中学 800 Ｍ
▷１位  ２分27秒64 山口　遥（青嶺中）
▷２位  ２分30 秒76 山口　桜（青嶺中）
● 小学 100 Ｍ
▷１位  14秒66    石竹早希（ＩＲＲＣ）
▷２位  14秒88    山浦晴可

（山代東陸上クラブ）
● 小学 800 Ｍ
▷１位  ２分47秒86 田代莉遠

（ＩＲＲＣ）
▷２位  ２分57秒65 内野楓恋

（伊万里三香）

８月の市民スポーツ

７日（日）
● 伊万里ラジオ体操会
　午前６時20分開会　

国見台陸上競技場
20 日（土）
● 伊万里市教育長杯中学校

ニュースポーツフェスティバル
　午前８時30分開会　啓成中学校

８月の町民スポーツ

15 日（月）
● 山代町民球技大会
　午前８時15分開会　

国見台野球場ほか
16 日（火）〜９月２日（金）
● 黒川町ナイターソフトボール大会
　午後７時30分開会　黒川小学校
28 日（日）
● 南波多町民ソフトボール大会・

ソフトバレーボール大会
　午前７時30分開会　

南波多小学校ほか
● 大川内町 300 歳ソフトボール大会
　午前８時開会　大川内小学校
● 波多津町民バレーボール大会
　午前８時開会　波多津体育館ほか
９月４日（日）
● 大坪地区球技大会
　午前８時開会　伊万里中学校ほか
● 立花地区球技大会
　午前８時開会　立花小学校
● 東山代町民体育大会
　午前８時30分開会　東山代小学校

●

期
　
日
　
６
月
18
日
・
25
日
・
26
日
、
７
月
３
日

●

場
　
所
　
国
見
台
野
球
場

市
長
旗
争
奪
第
43
回
市
少
年
野
球
大
会

《
大
会
成
績
》

▽
優
　
勝
　
大
川
少
年
野
球

▽
準
優
勝
　
立
花
少
年
野
球

▽
３
　
位
　
大
坪
赤
門
少
年
野
球

※
右
記
３
チ
ー
ム
は
、
第
47
回
佐
賀

県
少
年
野
球
選
手
権
大
会
（
８
月

11
日
か
ら
開
催
・
み
ど
り
の
森
県

営
球
場
ほ
か
）
に
出
場
し
ま
す
。

↑力投する大川少
年野球・草場投手
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子
ど
も
と
一
緒
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　
私
は
数
年
前
か
ら
、
市
男
女
協

働
参
画
懇
話
会
い
ま
り
プ
ラ
ザ
委

員
と
し
て
、
男
女
協
同
参
画
を
推

進
す
る
た
め
の
学
習
会
や
啓
発
活

動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
最
近
、

学
習
会
な
ど
に
参
加
す
る
と
『
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
』
と
い
う

言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
皆
さ
ん

は
そ
の
意
味
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と

は
、『
仕
事
と
生
活
の
調
和
』
と
い

う
意
味
で
、
働
く
す
べ
て
の
人
が
、

仕
事
と
そ
れ
以
外
の
生
活
（
育
児
、

介
護
、
地
域
活
動
な
ど
）
の
両
方

を
充
実
さ
せ
る
働
き
方
、
生
き
方

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
私
は
中
・
高
生
の
母
親
で
、
仕

事
も
し
て
い
ま
す
。
仕
事
に
追
わ

れ
る
毎
日
で
す
が
、
仕
事
以
外
に

地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
時
間
の
や
り
く
り
は

大
変
で
す
が
、
地
域
活
動
な
ど
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
、
仲
間
も
で
き

て
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　
そ
ん
な
私
を
見
て
、
子
ど
も
た

ち
も
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の

人
た
ち
と
も
親
し
く
な
り
、
学
校

で
は
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
通
し
て
責
任
感
を

持
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
に
は

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
考
え
が
浸
透
し
、
誰

も
が
、
仕
事
と
家
庭
や
地
域
活
動

の
両
方
を
充
実
さ
せ
、
自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

伊
万
里
市
男
女
協
働
参
画
懇
話
会
　
い
ま
り
プ
ラ
ザ

　
　
　

　

腰
岳
を
見
直
す  -

腰
岳
の
新
た
な
評
価-

　
前
回
ま
で
の
こ
の
シ
リ
ー
ズ

で
、
市
民
に
と
っ
て
は
見
慣
れ

た
黒こ

く
よ
う
せ
き

曜
石
（
烏か

ら
す

ん
枕
）
と
そ
れ
を

産
出
す
る
腰
岳
が
、
歴
史
的
な

目
で
見
る
と
、
ほ
か
の
地
域
で

は
見
ら
れ
な
い
特
異
な
も
の
で

あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
腰
岳
の
黒
曜
石
の
学
術
調
査

は
、１
９
６
１
年
（
昭
和
36
年
）

に
明
治
大
学
の
考
古
学
研
究
室

に
よ
っ
て
、
初
め
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
数
回
の
調
査

が
行
わ
れ
、
考
古
学
の
世
界
で

は
腰
岳
の
重
要
性
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

そ
の
中
心
は
調
査
を
行
っ
た
場

所
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
場
所

に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
研
究
が

進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

　
そ
こ
で
、
腰
岳
全
体
の
価
値

を
再
確
認
す
る
た
め
、
九
州
を

中
心
と
し
た
石
器
や
岩
石
学
の

研
究
者
が
集
ま
っ
て
調
査
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
黒
曜
石
の
で

き
方
や
、
旧
石
器
時
代
・
縄
文

時
代
と
い
っ
た
時
代
の
違
い
に

よ
る
黒
曜
石
原
石
の
採
取
場
所

の
変
化
、
石
器
を
作
る
技
法
の

違
い
な
ど
に
つ
い
て
調
査
す
る

予
定
で
す
。

　
最
初
の
現
地
調
査
で
は
、
腰

岳
を
細
か
く
歩
く
こ
と
か
ら
始

め
て
い
ま
す
。
研
究
グ
ル
ー
プ

の
メ
ン
バ
ー
は
歩
く
た
び
に
新

た
に
石
器
が
散
布
す
る
場
所
な

ど
を
見
つ
け
、
腰
岳
の
奥
深
さ

に
驚
い
て
い
ま
す
。

↑腰岳山ろくを歩いて調査するメンバー

●

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
腰
岳
と
黒
曜
石
シ
リ
ー
ズ
⑤

男
女
共
同
参
画
週
間
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

↑講演後に男性の家事について山口祥
よしのり

義知事（左）、塚部
　芳和市長（右）と意見を交わすコウさん（左から２人目）

人
気
料
理
研
究
家
『
コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
さ
ん
』
が
講
演

　
６
月
18
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

『
男
女
共
同
参
画
週
間
記
念
フ
ォ
ー

ラ
ム
』
が
あ
り
ま
し
た
。
料
理
研

究
家
の
コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、『
キ
ッ
チ
ン
か
ら
は
じ

ま
る
家
族
の
絆
き
ず
な
』
と
題
し
て
講
演
。

『
こ
の
世
で
一
番
大
切
な
の
は
食
べ

る
こ
と
』
と
両
親
か
ら
教
え
ら
れ

育
っ
た
コ
ウ
さ
ん
は
、『
家
族
そ

ろ
っ
て
食
卓
を
囲
む
こ
と
』
を
最

も
大
切
に
家
事
・
育
児
を
実
践
し

て
い
ま
す
。
料
理
は
五
感
を
す
べ

て
使
う
た
め
、
脳
が
活
性
化
し
子

ど
も
の
成
長
に
も
役
に
立
つ
と
の

考
え
か
ら
、
食
育
を
取
り
入
れ
た

親
子
の
料
理
教
室
を
主
宰
。
ま
た
、

経
済
の
活
性
化
に
は
女
性
の
活
躍

が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
男
性
の

積
極
的
な
家
事
・
育
児
参
画
が
必

要
と
訴
え
ま
し
た
。
家
事
分
担
を

実
践
す
る
自
身
の
写
真
の
紹
介
や
、

冗
談
を
交
え
た
育
児
の
体
験
談
な

ど
も
語
り
、
会
場
は
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
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市内の自営業者や経営者など異業種のメンバーで作る

『相
そうしん

伸会』が、一輪車 30 台（16・18・20㌅、各 10 台）を市

に寄贈しました。会では、地域貢献に使おうと、毎月開催

する情報交換会で会費の一部を資金として積み立てていま

した。今回、市内の小学校が一輪車の充実を望んでいるこ

とを聞き、子どもたちに使ってもらおうと贈ったものです。

↑塚部芳和市長に一輪車を手渡す相伸会代表・高木徳幸さん（前列右）

　　　小学校に一輪車 30 台を寄贈若いうちからバランス感覚を養って

7.1

カブトガニ繁殖地として国の天然記念物に指定されている

多々良海岸一帯を、伊万里高校の生徒 85 人が清掃しまし

た。これは、カブトガニの保護活動として、毎年この時期

に地元の団体や伊万里高校の生徒が行っているもの。カブ

トガニを迎えるため、海岸に漂着している多くのアシやプ

ラスチックごみなどを回収し、産卵地を整えていました。

↓海岸に漂着したごみを回収する伊万里高校の生徒

　　　 カブトガニ保護活動カブトガニの産卵を前に清掃活動

7.5

開館 21 年を祝う第 21 回図書館☆
ほし

まつりが

市民図書館でありました。これは平成７年７

月７日に市民図書館が開館したことを市民の

皆さんと一緒に祝おうと、21 の市民団体でつ

くる実行委員会が開催したものです。初日は

伊万里中学校、２日目は啓成中学校のブラス

バンドの演奏で元気よくスタート。読み語り

やコーラス、おはなし会のほか、団体活動の

展示や古本市、手作り製品の販売など多彩な

催しが行われ、多くの市民でにぎわいました。

　　　第 21 回図書館☆まつり大きくはばたく図書館へ

↓不思議なお話の世界を楽しむ子どもたち

館内に響き渡る少年少女・伊万里合唱団の美しい歌声

7.9・10

まちの話題

みんなの広場

俳句まつり受賞作品展示

子どもたちに大人気の白
バイ乗車体験コーナー
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このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ
みんなの広場

市内の介護事業者で結成した『チーム伊万里』が、熊本県

益城町の高齢者施設での支援を終え、市長に報告しました。

これは、災害時において、医療支援に対して介護支援が少

ないことから、社会医療法人 謙仁会が市内の社会福祉法人

などに呼びかけて実現したものです。５月 17 日から７月

１日まで、４班体制で18人の職員が支援活動を行いました。

↓支援活動は、看護師や介護士など多職種で班編成されました

　　　『チーム伊万里』が熊本地震被災地の支援活動を報告施設間で連携した支援活動が実現

7.6
伊万里町のカフェ『L

リ ブ

IB C
コ ー ヒ ー

OFEE I
イ マ リ

MARI』と、新天町のカフェ

『C
カ フ ェ

afe m
ミ ュ ー ジ ア ム

useum』に、それぞれ伊萬里まちなか二番館と三

番館のプレートが贈呈されました。伊万里まちなか活性化

運営協議会が運営する一番館を核として店舗を増やし、『点』

から『面』への中心市街地活性化に繋
つな

げようとする構想

です。今後も魅力あふれる○番館を増やしていく予定です。

↑二番館のプレートを贈呈されたオーナーの森永一紀さん（左）

　　　伊萬里まちなか二番館、三番館が誕生点と点を繋ぎ『まちなか』を活性化

7.6

↓みんなのお願いは天の川に届くかな

　　　伊万里消防署で『防火七夕』願いを手作りの短冊に込めて

7.5

みなみ保育園の園児 49 人が伊万里消防署で、『防火七夕』

の飾り付けを行いました。これは、七夕の日を前に幼少

期から防火意識を高めることを目的に、伊万里消防署が

毎年実施しているものです。園児は思い思いに『火の用

心』の願いを書いた短冊を飾り付け、消防署員と花火を

するときは火の元に注意をすることなどを約束しました。↑江頭興
おき

宣
のぶ

副市長（左）などから花苗を受け取る児童

　　　 『人権の花』贈呈式思いやりの花を咲かそう
波多津小学校で、『人権の花』贈呈式がありました。これは、

花の植栽や管理を通じて、友達と協力することや思いや

りの心を育てようと、唐津・伊万里人権啓発活動地域ネッ

トワーク協議会が行ったものです。サルビアや日日草な

ど５種類の花苗 150 株を受け取った児童は、早速プラン

ターに移植をし、今後も継続して大切に管理を行います。

6.8
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炎え
ん
て
ん天

に 
麦む

ぎ

わ
ら
と
ん
ぼ 

飛と

び
交か

ひい

ぬ

　
　
　
　
　

 
友と

も

の
精せ

い
れ
い霊 

背せ

お

い

負
ひ
ゐい

る
や
も

伊
万
里
白
露
短
歌
会

風ふ
う
り
ん鈴
の 

数か
ず

だ
け
風か

ぜ

の 

遊あ
そ

び
をお

り

つ
く
し
俳
句
会

武
富　

千ち

歳と
せ

池
田
多た

づ

こ

鶴
子

　
７
月
３
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
市

防
災
講
演
会
が
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
震
災
で
繋つ
な

が
っ
た
絆
き
ず
な

講
演

会
が
、そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
と
、

地
区
防
災
委
員
の
育
成
強
化
を
目

的
に
、
市
防
災
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
吉
田
瑞
穂

さ
ん
（
大
分
県
中
津
市
社
会
福
祉

協
議
会
）。『
災
害
に
も
強
い
ま
ち

づ
く
り
』
と
題
し
て
、
自
身
の
豊

富
な
経
験
を
も
と
に『
防
災
・
減
災
』

に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
吉
田
さ
ん
は
、「
災
害
時
に
は
、

地
域
で
協
力
し
あ
う
事
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
避
難
所
運
営
も
そ
の

一
つ
。
災
害
に
強
い
ま
ち
を
作
る

た
め
に
は
、
ま
ず
は
日
ご
ろ
か
ら

協
力
し
あ
え
る
地
域
づ
く
り
が
大

切
」
と
、
地
域
防
災
の
重
要
性
を

訴
え
ま
し
た
。

　『
富
士
夢
☆
米
子
隊
』
代
表
の
新
宮

三
津
代
さ
ん（
鳥
取
県
米
子
市
）が
、

『
ひ
ま
わ
り
が
繋
い
だ
絆
〜
神
戸
か

ら
三
陸
、
そ
し
て
米
子
へ
〜
』
と

題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。
阪
神
大

震
災
で
亡
く
な
っ
た
女
の
子
の
遺

体
が
あ
っ
た
場
所
に
咲
い
た
『
は

る
か
の
ひ
ま
わ
り
』
を
全
国
に
咲

か
せ
る
活
動
を
紹
介
。
続
く
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
佐
々
木

勇は
や
と人
さ
ん
（
岩
手
県
釜
石
市
）
が

被
災
時
の
対
応
と
生
活
支
援
の
活

動
を
、
樋
口
博
也
さ
ん
（
三
重
県

四
日
市
市
）
が
被
災
地
支
援
の
活

動
な
ど
を
紹
介
。
自
身
の
経
験
や

取
り
組
み
か
ら
、
息
の
長
い
支
援

の
必
要
性
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

↑「まずは地域づくりを」と話す吉田さん

防
災
や
震
災
に
つ
い
て
考
え
た
１
日

市
民
の
安
全
・
安
心
を
め
ざ
し
て

市
防
災
講
演
会

い
つ
ま
で
も

　
　
　
お
元
気
で

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
ら
れ
た
本
山
惣
五
郎
さ
ん
を
、

７
月
19
日
、
塚
部
芳
和
市
長
が
訪

問
し
、
記
念
の
百
寿
メ
ダ
ル
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　
惣
五
郎
さ
ん
は
若
い
頃
、
農
業

の
傍
ら
、
屋
根
ふ
き
の
職
人
を
し

て
い
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
か
や
ぶ
き
屋
根
の
家
が
少
な

く
な
っ
て
か
ら
は
、
農
業
を
中
心

に
生
計
を
立
て
、
80
歳
ご
ろ
ま
で

続
け
ま
し
た
。
趣
味
は
50
代
で
始

め
た
盆
栽
で
、
近
所
の
庭
木
の
剪せ
ん

定て
い

ま
で
引
き
受
け
、
大
変
喜
ば
れ

て
い
た
と
の
こ
と
。
た
ば
こ
も
吸

わ
ず
、お
酒
も
た
し
な
む
程
度
だ
っ

た
た
め
か
、
こ
れ
ま
で
に
大
病
を

患
っ
た
こ
と
は
な
い
そ
う
で
す
。

現
在
も
食
欲
旺お
う

盛せ
い

な
惣
五
郎
さ
ん

の
長
生
き
の
秘
訣
は
『
よ
く
食
べ

る
こ
と
』。
こ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
お

休
み
中
で
し
た
が
、
ふ
だ
ん
は
話

も
さ
れ
て
お
り
、
前
日
ま
で
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
受
け
答
え
の
練
習
を

さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
部
屋
に

は
『
祝
１
０
０
才
』
と
書
か
れ
た

飾
り
付
け
や
、
似
顔
絵
な
ど
が
飾

ら
れ
て
お
り
、
穏
や
か
な
表
情
を

浮
か
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

本山惣五郎さん
（二里町川東）

震
災
で
繋
が
っ
た
絆
講
演
会

↑米子市での活動を紹介する新宮さん
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山下 裕之 さん

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
作
業
現
場
の
管
理
や
測
量
で
す

◇
仕
事
で
大
変
な
こ
と
は

　
現
場
に
行
く
と
き
に
、
急
な
斜

面
を
上
っ
た
り
、
下
っ
た
り
す

る
こ
と
で
す

◇
目
標
（
仕
事
）
は

　
早
く
仕
事
を
覚
え
て
一
人
前
に

な
る
こ
と
で
す

◇
自
己
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ

　
あ
る
程
度
の
事
は
前
向
き
に
と

ら
え
る
の
で
、
悩
み
が
少
な
い

こ
と
で
す

◇
趣
　
味
　
中
学
で
始
め
た
卓
球

◇
特
　
技
　
長
距
離
の
運
転

◇
市
民
へ
一
言
　
地
震
や
大
雨
な

ど
の
自
然
災
害
が
多
い
の
で
気

を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

◆伊万里西松浦森林組合
（大坪町）

◆ 平成 26 年４月 入社

(21 歳・二里町大里 )

伊万里の

やんぐ・ウォーカー

市は、食のまちづくり宣言を行い、事業者や皆さんと協働で、『食』を生かしたまちづくりに取り組んでいます。
このコーナーでは、市内保育園などで取り組んでいる食育活動を紹介します。

みんなで広げよう『食のまちづくりの輪』

● 問合先　まちづくり課まちづくり推進係（ 　☎㉓２１１４）

食育ワンポイント

実がなったら、収穫してみんなで食べる予定です。ゴー
ヤ料理といえば、やっぱりゴーヤチャンプルでしょうか。
ゴーヤは苦みがあるので、子どもたちには少し食べにくい
かもしれません。しかし、夏バテ予防や食欲増進には効
果抜群。しっかり食べてほしいですね。ほかにも、トマト
とオクラを栽培しています。こちらも収穫が楽しみです。
さて、子どもたちは、毎朝、給食の食材を赤・緑・黄３つ
の栄養素に分け、それぞれどのような栄養があるのかを楽
しく学んでいます。食べ物やそれを作った人に感謝しなが
ら、栄養バランスの良い給食を食べて元気いっぱいです。

夏バテ予防には『梨』も効果抜群　そろそろ梨が店頭に並びはじめました。梨には、食物繊維や水分、ビタ
ミンが豊富に含まれています。体内の熱を冷ましたり、汗で失われた体の水分を補給したりしてくれるほか、
肉類の消化を助ける働きもあります。特に、梨に含まれるリンゴ酸とクエン酸は疲労回復に効果があり、夏バ
テ予防には最適です。さっぱりした甘さと、シャキシャキした食感。冷やすとさらにおいしく食べられます。

ゴーヤで学ぶ環境と食育

緑のカーテン作りに挑戦
７月５日、年長児 11 人がプランターにゴーヤ
の苗を植えました。茎が伸びてたくさん葉が
茂ると、緑のカーテンでエコな暑さ対策にな
ります。子どもたちは「早く大きくなあれ」と
言いながら、一つ一つ丁寧に植えていました。

〜 さくら保育園 〜

食育活動を紹介

真剣な表情でゴーヤの苗を植える子どもたち

苗を植え終わり笑顔で写真に納まる年長児

　
わ
た
し
は
パ
ズ
ル
遊
び
や
絵
本

を
読
む
こ
と
が
大
好
き
♥
す
べ
り

台
も
楽
し
く
て
何
回
も
す
べ
っ
て

遊
ん
で
い
る
よ
★
少
し
人
見
知
り

で
お
と
な
し
い
性
格
だ
け
ど
、
歌
を

歌
う
の
は
得
意
な
の
♪
最
近
の
お

気
に
入
り
は
『
き
ら
き
ら
星
』
♬

★裕
ひろたか

貴・今日子さんの長女

★東山代町長浜

　
あ
す
の
笑
顔
を
見
る
と
家
族
み

ん
な
が
幸
せ
に
な
る
よ
♡
元
気
を

く
れ
て
あ
り
が
と
う
♬
こ
れ
か
ら

も
元
気
で
す
く
す
く
育
っ
て
ね
☆

立石 明
あ す み

日美さん(     )２歳
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：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

チャンネルチャンネル

お知らせコーナー

『
伊
万
里
市
消
防
団
夏
季
点
検
』
を

実
施
し
ま
す
。
今
年
は
４
年
に
１

度
の
ポ
ン
プ
操
法
大
会
を
行
い
、

市
内
の
11
分
団
が
技
を
競
い
ま

す
。
地
元
消
防
団
の
団
結
力
と
、

確
実
で
軽
快
な
動
き
を
、
ぜ
ひ
参

観
し
て
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時

　
８
月
21
日
（
日
）
午
前
８
時

※
雨
天
の
場
合
は
、
８
月
28
日

（
日
）
午
前
６
時
30
分
に
延
期

●

場
　
所
　
伊
万
里
消
防
署
訓
練
場

●

問
合
先
　
消
防
調
整
課
消
防
団
係

（
　
☎
㉓
２
１
１
６
）

　
８
月
は
、『
北
方
領
土
返
還
運

動
全
国
強
調
月
間
』
で
す
。
北
方

領
土
と
は
、
択え

と
ろ
ふ捉
島と

う

、
国く

な
し
り後
島と

う

、

色し
こ
た
ん丹
島と

う

、
歯は

ぼ
ま
い舞
群ぐ

ん

島と
う

の
四
島
の
こ

と
で
、
日
本
固
有
の
領
土
で
す
。

１
日
も
早
く
日
本
に
返
還
さ
れ
る

こ
と
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

●

問
合
先
　
総
務
課
行
政
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
３
）

　
８
月
は
、『
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
』
で
す
。『
道
の
日
』
に
合
わ
せ

て
所
有
地
を
点
検
し
、
道
路
の
通

行
を
妨
げ
て
い
る
木
の
枝
な
ど
は

伐
採
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
推
進
標
語
（
全
国
入
選
作
品
）

　
中
学
生
の
部
・
優
秀
賞

　『
道
渡
り 

ほ
ん
の
一
礼

 

あ
た
た
ま
る
』

　（
南
波
多
中
学
校 

加
茂
三
幸
さ
ん
）

●

問
合
先
　
土
木
管
理
課
管
理
係

（
　
☎
㉓
２
４
８
４
）

　
伊
万
里
太
鼓
の
会
で
は
、
長
年

の
感
謝
を
込
め
て
、
市
内
の
福
祉

施
設
、
地
域
の
催
事
や
学
校
行
事

な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
伺
い
、

演
奏
し
ま
す
。
ま
た
、
会
員
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

●

問
合
先

　
伊
万
里
太
鼓
の
会
・
小
田

（
☎
０
９
０
‐
８
６
６
８
‐
１
２
６
４
）

●

日
　
時
　
８
月
21
日
（
日
）

　
午
後
７
時
（
雨
天
決
行
）

●

場
　
所
　

　
宝
積
寺
境
内
（
東
山
代
町
脇
野
）

※
雨
天
の
場
合
は
脇
野
公
民
館

（
大
念
仏
講
演
）、
脇
野
保
育
園

（
演
芸
披
露
）

●

内
　
容

▽
脇
野
の
大
念
仏
公
演

▽
演
芸
披
露（
踊
り
、抽
選
会
な
ど
）

●

問
合
先
　
脇
野
公
民
館
・
浦
川

（
☎
０
９
０
‐
４
９
８
４
‐
０
３
４
６
）

▽
野
犬
の
捕
獲
、
犬
・
猫
の
引
き
取
り

　
８
月
13
日
（
土
）
〜
15
日
（
月
）

▽
し
尿
の
く
み
取
り

　
８
月
13
日
（
土
）
〜
16
日
（
火
）

※
さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
ご
み
の
収
集
業
務
は
、

平
常
通
り
行
い
ま
す
。

●

問
合
先

▽
野
犬
の
捕
獲
、
犬
・
猫
の
引
き

取
り
に
つ
い
て
　
伊
万
里
保
健

福
祉
事
務
所
（
☎
㉓
２
１
０
３
）

▽
し
尿
・
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

　
日
本
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
守
る
会
の

主
催
に
よ
り
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

牧
島
小
学
校
の
児
童
や
伊
万
里
高

校
の
生
徒
が
発
表
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
８
月
21
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分

●

場
　
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●

問
合
先

　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
　
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
地
域
の
防
火
・
防
災
の
最
前
線

で
活
躍
す
る
消
防
団
員
が
、
日
ご

ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
す
る

カ

ブ

ト

ガ

ニ

の

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

子育ての悩みや相談を受け付けています。
ひとりで悩まずにお気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、　
　歌や簡単な製作などを行います。
　日　時　８月 17 日（水）
　　　　　午前 10 時〜正午
　場　所　市民センター
②お誕生会（要申込）
　８月生まれの乳幼児とその保護者
　日　時　８月 31 日（水）
　　　　　午前 10 時 30 分〜正午
　場　所　子育て支援センターぽっぽ
● 申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

お
知
ら
せ

子育て支援センターに
遊びにきませんか

お

盆

期

間

中

は

休

業

し

ま

す

市
消
防
団
夏
季
点
検

北
方
領
土
返
還
運
動

全

国

強

調

月

間

８

月

10

日

は

『
道
の
日
』
で
す

脇

野

の

夏

祭

り

（
万
燈
の
夕
べ
）

伊

万

里

太

鼓

出
張
演
奏
し
ま
す

広告
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火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）。

チャンネル

お知らせコーナー

●

出
店
料
　
無
　
料

●

応
募
方
法
　
環
境
課
や
各
町
公

　
民
館
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
記

入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

募
集
区
画
数
（
先
着
順
）

　
25
区
画
程
度
（
幅
２
・
５
㍍
、
奥

行
６
㍍
、
屋
根
あ
り
）

●

募
集
期
間

８
月
10
日
（
水
）
〜
26
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先

　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

　
９
月
９
日
の
『
救
急
の
日
』
を

含
む
１
週
間
（
９
月
４
日
か
ら
10

日
ま
で
）
は
、『
救
急
医
療
週
間
』

で
す
。
こ
の
週
間
に
合
わ
せ
、
救

命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
９
月
４
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
正
午

● 日　時　８月 28 日（日）
午前 10 時〜午後３時 30 分

※集合場所などの詳しい内容は、後日参加者の
みに案内します。

● 対　象　市内在住・在勤、または結婚を機
に伊万里市に住む意思がある 20 歳以上の独
身の人

● 参加料　2,500 円（食事代・保険料）
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集人数　男女各 16 人
※応募多数の場合は、抽選
● 募集期限　８月 18 日（木）
● 応募・問合先　移住・定住・婚活応援課内  

市婚活応援推進協議会（　 ☎㉓２９５０）
※メールアドレス　deai@city.imari.saga.jp

♥
サマーパーティー♡夏に乾杯

婚活イベント シ
ー
バ
ー
ド
活
動

（

海

上

清

掃

）

　
伊
万
里
湾
の
環
境
を
守
り
、
環
境

へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
ま
た
、

海
の
楽
し
み
を
理
解
す
る
機
会
と

し
て
、
海
上
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。

●

日
　
時

　
８
月
〜
10
月
の
第
２
土
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

●

集
合
場
所
　
い
ま
り
マ
リ
ー
ナ

（
黒
川
町
福
田
）

※
参
加
す
る
場
合
は
、
事
前
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
万
里
湾
小
型
船

　
安
全
協
会
（
☎
㉗
０
１
１
８
）

　『
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
』
の
バ

ザ
ー
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。
不

用
に
な
っ
た
日
用
品
や
雑
貨
な
ど

を
持
ち
寄
っ
て
出
店
し
ま
せ
ん
か
。

●

日
　
時
　
９
月
22
日
（
木
・
祝
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

●

場
　
所
　
市
役
所
裏
の
公
用
車

車
庫
と
そ
の
周
辺

●

出
店
資
格  
リ
サ
イ
ク
ル
に
興
味

　
を
持
つ
市
内
在
住
の
個
人
や
団

体
（
18
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

●

場
　
所
　
伊
万
里
消
防
署

●

内
　
容

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
取
扱
方
法
、
１
１
９
番

通
報
の
し
か
た
、
け
が
・
病
気
・

窒
息
時
の
応
急
手
当
法

●

募
集
人
数
　
30
人
程
度

●

受
講
料
　
無
　
料

●

申
込
方
法
　
電
　
話

●

申
込
・
問
合
先
　
伊
万
里
消
防
署

　
消
防
２
課
救
急
係

（
☎
㉓
１
１
９
９
）

●

入
居
資
格  

県
営
住
宅
条
例
に
定

　
め
る
入
居
資
格
に
該
当
す
る
人

●

対
象
と
な
る
住
宅
団
地
　

　
脇
田
、
岩
栗
ヶ
丘
第
二
、
同
第

三
、
南
川
原
（
有
田
町
）

●

応
募
書
類
の
配
布
開
始
日

　
９
月
１
日
（
木
）

●

募
集
期
間

　
９
月
５
日
（
月
）
〜
12
日
（
月
）

※
10
日
（
土
）、
11
日
（
日
）
を
除
く

※
受
付
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前

９
時
〜
午
後
７
時

●

公
開
抽
選
日
　
９
月
21
日
（
水
）

●

応
募
・
問
合
先

　
〒
８
４
８
‐
０
０
４
１
　

　
伊
万
里
市
新
天
町
１
２
２
番
地
４

伊
万
里
総
合
庁
舎
別
館

　
指
定
管
理
者
　
川
原
建
設
株
式

会
社
（
☎
⑳
４
５
１
１
）

ぼ
し
ゅ
う

−ビュッフェ形式のランチ会
すてきな出会いはあなた次第−

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

バ

ザ

ー

出

店

者

県
営
住
宅
入
居
予
備
者

救
命
講
習
会
参
加
者 ↑昨年のリサイクルフェア

広告広告
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チャンネルチャンネル

お知らせコーナー

設置しましょう。住宅用火災警報器（伊万里・有田消防本部予防課 ☎ ㉓２１１８）

●

申
請
受
付
　

　
８
月
１
日
（
月
）
〜
19
日
（
金
）

※
申
請
書
類
は
、
伊
万
里
消
防
署
と

各
分
署
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

●

問
合
先
　
伊
万
里
消
防
署
消
防

　
３
課
予
防
係
（
☎
㉓
２
１
１
８
）

●

日
　
時
　
８
月
９
日
（
火
）

午
後
１
時
15
分
〜
２
時
30
分

●

場
　
所  

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

内
　
容
　
敬
語
や
あ
い
さ
つ
、

　
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
を

受
け
、
危
険
物
の
取
り
扱
い
に
従

事
し
て
い
る
人
は
、
定
め
ら
れ
た

期
間
内
に
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

●

日
　
時
　
９
月
21
日
（
水
）

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

ぼ
し
ゅ
う

　
電
話
応
対
、
訪
問
マ
ナ
ー
な
ど

●

対
　
象
　
45
歳
未
満
の
求
職
者
・

　
在
職
者
・
学
生

●

受
講
料
　
無
　
料

●

募
集
人
数
　
５
人
程
度

※
講
座
の
前
後
に
個
別
相
談
あ
り

●

応
募
・
問
合
先
　

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

（
☎
０
９
５
２
㉗
１
８
７
０
）

●

募
集
内
容

①
一
般
部
門
Ａ
　
運
転
者
（
同
乗

　
者
を
含
む
）
へ
呼
び
か
け
る
も
の

②
一
般
部
門
Ｂ
　
歩
行
者
・
自
転

　
車
利
用
者
へ
呼
び
か
け
る
も
の

③
子
ど
も
部
門
　
小
中
学
生
以
下

　
へ
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
も
の

●

応
募
資
格

　
①
、
②
は
ど
な
た
で
も
応
募
可
。

　
③
は
中
学
生
以
下
。

●

応
募
方
法
　
郵
送

●

募
集
期
限
　
９
月
30
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効

●

応
募
先

　
〒
１
０
０
‐
８
０
５
１
　
東
京

都
千
代
田
区
一
ツ
橋
１
‐
１
‐

１
　
毎
日
新
聞
社
事
業
本
部『
交

通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
』
係

●

問
合
先

　
伊
万
里
警
察
署
内
　
伊
万
里
地
区

交
通
安
全
協
会（

☎
㉓
３
１
４
４
）

●

受
験
資
格  

次
の
い
ず
れ
か
に
該

　
当
す
る
人（
経
験
は
試
験
日
現
在
）

▽
高
校
（
旧
制
中
学
）
以
上
の
土

木
工
学
科
な
ど
を
卒
業
し
、
排

水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た

は
施
工
に
関
し
て
２
年
以
上
の

経
験
を
有
す
る
人

▽
高
校
（
旧
制
中
学
）
を
卒
業
し
、

排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま

た
は
施
工
に
関
し
て
３
年
以
上

の
経
験
を
有
す
る
人

▽
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま

た
は
施
工
に
関
し
て
５
年
以
上

の
経
験
を
有
す
る
人

●

試
験
日
　
10
月
５
日
（
水
）

●

場
　
所
　
佐
賀
市
文
化
会
館
（
佐

賀
市
）

●

試
験
科
目
　
下
水
道
に
関
す
る

　
一
般
知
識
、
排
水
設
備
に
関
す

る
法
令
や
事
務
手
続
、
設
計
、

施
工
、
維
持
管
理
に
つ
い
て

●

受
験
料
　
５
０
０
０
円

●

試
験
案
内
配
布
・
申
込
期
間

　
８
月
１
日
（
月
）
〜
19
日
（
金
）

※
試
験
案
内
は
、
市
下
水
道
課
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

●

申
込
・
問
合
先
　
佐
賀
県
下
水
道

　
協
会（
☎
０
９
５
２
㉝
１
３
３
０
）

● 日　時　９月 29 日（木）　午前 10 時〜午後４時
● 集合場所　伊万里ふるさと村
● 内　容　ぶどう狩りやアスパラガスの収穫、黒米料理作り、

農産物直売所訪問、辛
か ら し め ん た い こ

子明太子工場見学など、伊万里での
グリーンツーリズムを体験する日帰りバスツアー

● 参加料　3,800 円（昼食代、バス代含む）
● 募集人数　10 人程度（先着順）
● 募集期間　８月 10 日（水）〜９月９日（金）
● 企画・運営　株式会社近畿日本ツーリスト九州、ＮＰＯ法

人九州ひまわり旅ネット、ＮＰＯ法人九州地域交流推進協
議会

※市内からの参加者のほかに、福岡市近郊からの参加者（30
人程度）が同行します。

※詳しい旅行条件を確認してもらう必要があるため、この記
事をもっての申し込みは受け付けられません。詳細は下記
まで問い合わせてください。

● 問合先　観光課グリーン・ツーリズム係（　 ☎㉓２１１０）

日帰り体験バスツアー
『畑の中のレストラン』（第２回）

し 

け 

ん

下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者

交

通

安

全

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

就
活
マ
ナ
ー
講
座

受

講

生

危

険

物

取

扱

者

保
安
講
習
受
講
者

202

二里
小学校

ホンダ
さん

トヨタ
さん

至
佐
世
保
↓

至 有田→

↑
至
唐
津

↑
至
唐
津

ワンダーランド
さん

いすゞ
さん

展示場
ココ
展示場
ココ

二里
公民館

（株）エコライフ・ニブ
清林ホーム

伊万里市二里町大里336-8
二里公民館横

☎（0955）20-4188

夢ハウス 検索10万円キャッシュバックキャンペーン！！10万円キャッシュバックキャンペーン！！

太陽光+蓄電太陽光+蓄電
東芝ハイブリッド蓄電で
先着1,000名様に

10万円キャッシュバックキャンペーン10万円キャッシュバックキャンペーン

月々の電気代を安く抑えたい方、そして発電した電気をたくさん売りたい方にオススメです

今が、（９月末迄）

お得なチャンス

遊休地を有効利用！遊休地を有効利用！

発電した電気を全て
売ることも可能！
個人でも、事業用でも
人気は10kw以上！

発電した電気を全て
売ることも可能！
個人でも、事業用でも
人気は10kw以上！

ハイブリッド
パワーコンディショナー

ハイブリッド
パワーコンディショナー

田畑の農地転用
相続対策にも人気
田畑の農地転用
相続対策にも人気

全量買収
制度

全量買収
制度

野立てタイプ

世界トップレベル東芝・三菱太陽光発電は　　　　　から1kw30万円1kw30万円

広告
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チャンネル

お知らせコーナー

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、株式会社三光までお願いします（☎㉓５８０８）

８月の市民相談

老人ホームの入居権や水資源の権利、社債などに関する劇場型詐欺『買
え買え詐欺』の相談が寄せられています。突然老人ホームなどのパン
フレットが送られてきて、その後別の業者から『権利を譲ってほしい、
名義を貸すだけでいい』という電話がかかってきたというものです。
名義を貸すだけと言われても後からさまざまな口実で金銭を要求され
ます。不審な電話は話を聞かず、すぐに切ってください。心配なとき
は消費生活センターに相談してください。
● 問合先　市消費生活センター（☎㉓２１３６）

老人ホーム入居権や水資源の権利などの勧誘に注意

72

● 女性相談　相談電話番号☎㉒６７６３
▷月・水曜日　午前 ９ 時〜午後４時（面接相談は要予約）

相談窓口名 開設日 開設時間 開設場所 問合先
法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（10 日・24 日）

午前10時〜
午後３時

市民相談
コーナー

情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※要予約

第１木曜日
（４日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（18 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第１・３火曜日
（２日・16 日）

午前10時〜
正午

消費生活相談 月〜金曜日
※祝日は除く

午前10時〜
午後４時
※正午〜午後

１時を除く

行政相談 第３金曜日
（19 日）

午前９時〜
正午

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

第２金曜日
第４日曜日

（12 日・28 日）

午前９時〜
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※要予約 金曜日 午前９時 30 分〜

午後３時 30 分 面接室

唐津年金事
務所
０９５５

５１６１

身障者相談 第４木曜日
（25 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課社会

福祉係
㉓２１５６心の健康相談 月・火・木・金曜日

※祝日は除く
午前９時〜
午後３時 30 分

福祉課社会
福祉係

72

● 市民公開講座　在宅医療・介護について
　６日（土）午後２時開会（☎㉓３２７０）
● 徳田千佳子門下生によるピアノ発表会
　11 日（木）午後２時開演（☎㉓８８６８）
● 宮地ピアノ教室発表会
　21 日（日）午後１時開演（☎㉓３６８９）
● 同和問題講演会
　26 日（金）午後１時 30 分開演

（☎㉓３１８６）

● 伊西地区人権・同和教育夏期講座
　２日（火）午後１時 45 分開会

（☎㉙２００５）
● 伊万里市老人福祉大会
　24 日（水）午前９時 30 分開会

（☎㉒７１０８）

● 平和を願って（朗読会）〔洋会議室〕
　６日（土）午後１時 30 分
　戦争の体験を語ってもらったり、戦争に関
　する本を朗読したりします。
● 子どもミニ上映会〔のぼりがまのおへや〕
　21 日（日）午後２時 30 分〜４時
　『劇場版ムーミン　ムーミン谷の夏まつり』

※催し物はすべて入場無料です。
● ８月の休館日
　１日、８日、11 日、15 日、22 日、29 日

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

８ 月 の 行 事

家庭で
　できる！

今月の省エネと
　　地球温暖化対策

電気ポットの電源を入れっぱなしにしていませんか
電気ポットは、必要なときにいつでもお湯が使えて便利な反面、機能
上、案外電気を消費する家電でもあります。１ℓのお湯を６時間保温
して使用する場合と、いったんプラグを抜き６時間後に再沸騰させて使
用した場合を比較すると、再沸騰させて使用した場合の方が、年間で電気
107.45kWh（約 2,900 円）の省エネ、二酸化炭素 61.3kg
の削減になります。この時期は必要な時だけ再沸騰して使いましょう。
■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http://www.eccj.or.jp/

● 問合先　
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

市民センター ☎㉒３９１１

一人で悩まず
ご相談ください

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

赤札からさらに赤札からさらに

セット
〈木製〉

商品番号 桜住吉二重9号 絵入

径28×長さ156cm （21,000円＋税1,680円）×2〈一個〉コード

2083 絹

商品番号 門提灯尺三丸〈無地〉

径39×長さ76cm 16,000円＋税1,280円〈家紋・家名入〉〈一個〉コード

1850 絹

商品番号 大宮総花梨行灯二重張11号

径35×高さ87cm （17,500円＋税1,400円）×2〈一個〉コード

12-26854 絹

本体価格 87,037円＋税6,963円

セット
価格 ¥94,000

A 佐賀県JA ・ 名村労働組合 ・ 各宗法具取扱 指定店

おぶつだん
うるし工房

いいものを造り続けて135年

伊万里市新天町462-6

裏に駐車場があります

TEL（0955）23-5345
FAX（0955）23-5374

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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人のうごき
平成 28 年７月１日現在
● 人口　56,027 人　   （±　0）
　　男　26,893 人　   （＋ 11）
　　女　29,134 人　   （− 11）
● 世帯　22,915 世帯   （＋ 10）

（　）は前月比

広報　　　　　 2016-8
● 発行日／平成 28 年８月１日
● 発行編集／伊万里市情報広報課広報係

(0955)23-4313（直通）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
● 伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
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ら

か

室

集

編　
今
月
号
は
、
例
年
に
な
く
多
く
の
防
災
や
震

災
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。
先
の
熊

本
地
震
の
発
生
で
、
災
害
を
身
近
な
も
の
と
感

じ
、
多
く
の
人
が
行
動
を
起
こ
し
た
結
果
だ
と

思
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
市
民
グ
ル
ー
プ
主
催

の
震
災
関
係
の
講
演
会
や
市
防
災
講
演
会
に
参

加
し
た
人
は
、
今
ま
で
以
上
に
親
身
に
講
師
の

話
を
聞
か
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
率
先
し
て
被
災
地
の
介
護
施
設
や
職
員
の

支
援
に
向
か
っ
た
『
チ
ー
ム
伊
万
里
』
の
皆
さ

ん
の
行
動
は
、
ど
れ
ほ
ど
現
地
の
人
た
ち
を
勇

気
づ
け
た
こ
と
か
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
最
初
の

緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
受
け
た
の
は
広
報
伊
万
里

５
月
号
の
作
成
中
。
作
成
用
の
大
き
な
パ
ソ
コ

ン
画
面
が
揺
れ
、
受
信
音
に
驚
き
、
何
も
で
き

ず
に
た
だ
動
揺
し
て
い
た
だ
け
で
し
た
。
あ
れ

か
ら
３
か
月
以
上
経
っ
た
今
も
な
お
多
く
の
人

が
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
思
う

と
、
何
も
な
い
平
凡
な
日
々
の
生
活
が
ど
ん
な

に
あ
り
が
た
く
貴
重
な
も
の
か
、
あ
ら
た
め

て
思
い
ま
す
。
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
る
時
期

で
す
。
被
災
地
と
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
一

日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。（
令
）

イマリンビーチ 海開き
待ちに待った『夏』がやってきた ● 遊泳期間　

　８月 28 日（日）まで

７月３日、イマリンビーチの海開きがあ
り、海の安全祈願と式典を行いました。
式典では、伊万里海洋少年団による手旗
信号や、シーバード伊万里による海難事
故の救助訓練が披露されました。続いて、
たんぽぽ保育園と波多津保育園の園児た
ちが、海水浴での誓いの言葉を述べたあ
と、海めがけて一斉に砂浜をダッシュ。
カサゴやエビの稚魚の放流も行われ、自
然豊かな伊万里の夏の海を一番に楽しみ
ました。

伊万里海洋少年団による手旗信号

初泳ぎを楽しむ園児たち

シーバード伊万里による救助訓練

「みんな大きく育ってね」一斉に稚魚を放流

● 遊泳時間　
　午前９時〜午後５時
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